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日本教育工学会 年秋季全国大会の報告

大会企画委員会委員長 姫野完治（北海道教育大学）

09月07日（土）～08日（日）の二日間にわたり，名古屋国際会議場にて，日本教育工学会2019年秋季全国大

会が開催されました．801名（会員470名，学生会員161名，非会員170名）の方が参加され，活発に交流する会

となりましたことに感謝いたします．

今大会は，全国大会の年２回化に伴い，多くの変更点がありました．これまでの３日間あるいは４日間開催から，

２日間の開催へと期間が短縮されました．大会実行委員会の負担軽減，参加のしやすさの観点から，大学以外の施

設を用いました．一般研究発表は全てポスター発表に焦点化しました．キーノート・シンポジウムを２本設け，海

外からスピーカーを招きました．会期は短くなりましたが，これまで以上に密度の濃い大会にしようと理事会，大

会企画委員会，そして大会実行委員会で試行錯誤の上での開催となりました．台風が接近したことにより，二日目

の午後に帰路につかなければならない方がいたことは残念でしたが，年２回化後初めての大会を無事に終えられた

ことを嬉しく思います．

大会後のアンケートでは，「キーノート・シンポジウムから学べたことがたくさんありました．いろいろと気配り

がされた大会だと思います．ありがとうございました．」「今回初めて学会に参加するので，チュートリアルセッシ

ョンでいろいろと説明してくださって，とても入りやすいと感じた．SIGにもぜひ参加してみたいと思った．」「例

年よりポスター会場が広くて見やすかった」「初めての企画大変だったと思いますが，半期に１回というのは論文投

稿の上でも有意義かなと存じます．100 件減っても件数より質的向上が図られてよかったです．」「初めて参加しま

したが，こんなに楽しい，また来たいと思う学会は初めてでした．」等の感想をいただき，企画担当として安堵しま

した．一方，「ポスター発表と企画セッションで見たいものが重なることが多く，少し残念だった．」「パネル間隔が

もう少し広いと通路として通りやすいと感じた．」等のご意見をふまえ，さらに充実した大会にできるよう検討して

いきたいと思います．

開催にあたりましては，大谷尚大会実行委員長をはじめとして，中部地区の会員のみなさんに大変お世話になり

ました．大学以外の施設で行ったこともあり，これまでのような「大会校」という枠組みがない中で，中部地区の

みなさんが一致協力して，運営に関わっていただいたことで，初めてづくしの大会が盛会となりました．また，学

会事務局の素早く臨機応変な対応には，いつも助けていただいています．今後，秋季全国大会は，札幌，仙台，東

京，名古屋，大阪，福岡を拠点として実施していく予定です．各地区のみなさんのご協力がなければ大会は運営で

きませんので，今後もご協力のほどよろしくお願いします．

次回の春季全国大会は，02月29日（土）～03月01日（日）に，村松浩幸実行委員長を中心として，信州大学

で開催されます．また，来年の秋季全国大会は，09月12日（土）～13日（日）に，美馬のゆり実行委員会委員長

を中心として，札幌市教育文化会館で開催されます．ぜひ日程を確保の上，春と秋ともにご参加いただければと思

います．

以下に，キーノート・シンポジウム，President Talk，チュートリアルセッション，企画セッションの詳細につ

いて報告します．
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キーノート・シンポジウム

キーノート・シンポジウム１ 「デザイン研究をどう実際に行い，教育改善に生かすのか 」

本キーノート・シンポジウムでは，教育実践の改善や革新を志向した研究方法論として国内外で定着しつつある，

デザイン研究（DBR: Design-based Research）をテーマとしている．根本淳子（明治学院大学）と望月俊男（専修

大学）の司会進行によって進められた．

キーノートでは，Susan McKenney（University of Twente）に，「教育デザイン研究：なぜ，何を，どのように？」

と題して，具体事例を用いながらご紹介いただいた．デザイン研究は，教育上の複雑で重要な問題に対して基礎研

究を活かしながら実際の現場でも使える知識を生み出す研究が必要とされたことから生じた研究の方法論であり，

分析・探究，デザイン・開発，評価・振り返りの３ステップで構成されている．問題解決の手段を先行研究に求め，

先行事例が適用できない部分を補おうとする点は，インストラクショナルデザインと類似しているが，実践後に他

の実践に役立つ理論を構築しようとするところに独自性がある．

シンポジウムでは，その方法論を日本において適用してきた山口悦司（神戸大学），遠藤育男（伊東市立対島中学

校），益川弘如（聖心女子大学）より具体的な取り組みをご紹介いただいた．さらに，すでにわが国で多数取り組ま

れている「授業研究」との関係について河野麻沙美（上越教育大学）に説明していただいた．話題提供中にネット

上のアンケートフォームに投稿されたフロアからの質問に加え，指定討論者の岸磨貴子（明治大学）による議論の

整理と質問を中核に据えながら，議論が深められた．この議論は，主に「理論化（一般化）」と「ステークホルダー

の関係性の構築」の２点に焦点化された．河野麻沙美は，個々の授業改善を主目的として展開されることが多い「授

業研究（Lesson Study）」では，デザイン研究のように理論化を必ずしも重視していないため，優れた実践から得

ることができる知識を広く共有することが困難であるという特徴があり，この点を「授業研究」の弱点として指摘

した．理論構築や先行研究を調査する過程は，研究者が果たすべき役割であるとも考えられるが，役割分担しなが

ら生産的な研究を成立させるためには，教育実践者と研究者の関係性が重要になる．山口悦司，遠藤育男，益川弘

如によると，学校教育現場の教員と研究者との文化的相違を乗り

越える過程に数年を要するとのことであった．そのターニングポ

イントについては，山口悦司による研究者主導の事例では，学校

教育現場の教員の研究機関への入学が取り上げられ，遠藤育男と

益川弘如による学校教育現場主導の事例の場合は，研究者が「原

則の評価」にとどまらず教授目的や設計の評価にまで関わるよう

になったことであると説明された．

以上のように，デザイン研究を方法論とした論文やデザイン研

究について解説された書籍から得ることが困難な情報が多数共有

され，有意義な時間となった．

文責：古田紫帆（大手前大学）・望月俊男（専修大学）

キーノート・シンポジウム２ 「 時代に求められる教育工学の役割」

Society5.0が提唱され，人工知能（AI）や IoT（Internet of Things）などの活用により，様々な知識や情報が共

有できるようになることで，いろいろな分野において今までにない新たな価値を生み出すことが期待されている．

また， 人材の育成も求められている．そのような背景から，本シンポジウムでは，松原仁（公立はこだて未来大

学）に人工知能の現状や展望についてご紹介いただいた上で，人工知能の教育分野への活用に関する研究について

話題提供を行い，AI 時代に求められる教育工学の役割について議論した．

松原仁からは，「AI は教育をどう変えるか」というタイトルでキーノートをしていただいた．人工知能の研究や
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歴史などの紹介や，教育との関わりについての８つの観点をふまえて，今後の展望についてお話された．

柏原昭博（電気通信大学）は，「教育工学における AI 研究のこれまでと今後」というタイトルで，これまでの研

究やeducational AI（eAI）のデザインについて紹介され，学習モデルのデザイン・学習者モデリングの重要性を提

示された．重田勝介（北海道大学）は，「AI 時代に期待される教育のオープン化」というタイトルで，倫理的な課

題やオープン化の有効性についてお話しされ，教育工学の役割について提案された．指定討論者の永田智子（兵庫

教育大学）は，教育現場における環境の問題や，AI 時代に教師に求められる新たな役割などについて質問された．

その後のパネルディスカッションでは，これらの質問や話題について議論した上で，AI時代に教育工学が今後取

り組んでいくべきこと，期待することについて，意見交換を行った．

台風の影響で，参加者が少なくなったのは残念であったが，人工知能と教育工学の関係，そして，教育工学研究，

教育工学者が今後担っていくべき役割について改めて考える機会となり，有意義なシンポジウムになったといえる．

文責：村上正行（大阪大学）
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チュートリアルセッション１（09月07日（土）10時50分～）には，60名程度の方々にご参加いただいた．は

じめに，鈴木克明（熊本大学）日本教育工学会会長より10分程度，全国大会の２回化を中心に本学会の取り組みに

ついて説明があった．秋季大会は，ポスター発表のみで「じっくり議論」ができる場，春季大会は反対に，口頭発

表とSIGセッションで「ゆったり発表」できる場を目指すことが伝えられた．詳細は，プログラム集の会長挨拶「日

本教育工学会 2019 年度秋季全国大会を迎えて」をご参照ください，とのことである．また，本学会に関する問い

がまとめられた資料が別途配布され，答えについては役員マークの名札を付けた先生方に聞いてかまわない，とい

う指示があった．

続いて，稲垣忠（東北学院大学）SIG 委員会委員長より15 分程度，SIG 活動の内容や方針が伝えられた．研究

会，ワークショップ，研修，合宿，公開授業，冊子の発行など，各SIGの取り組みは企業展示前のポスターコーナ

ーに掲示されているほか，本学会のウェブサイトからSIG活動のページにアクセスできるとのことであった．SIG
が大切にしているのは，Flexible（学会員が立ち上げ，多様に展開される活動は３年間で更新される），Open（学会

員は誰でも参加でき，SIG間の交流や連携が進められている），Accountable（設立要件が定められ，成果の報告と

公表，継続審査が求められる）であり，複数の入会や新しい立ち上げも可能である旨が案内された．

チュートリアルセッション２（09月08日（日）12時30分～）には，50名程度の方々にご参加いただいた．「査

読者との対話」というタイトルの下，山内祐平（東京大学）日本教育工学会副会長・編集長より15分程度，投稿数

と採択状況，査読の方針および査読者へのお願いについて説明があった．具体的には，落とすための査読ではなく，

採録レベルに到達するようアドバイスをする，多様な価値を受け入れる，採択数を増やして教育工学に関する知見

の蓄積と学術コミュニティの充実を目指す必要性などが説かれた．

さらに，今後の課題としては，一貫性のある査読を実現するためにガイドラインを作成するほか，一部の査読者

にかかる過剰負担の軽減を目指して，データベースの整備による業務量の標準化に取り組むことが示された．その

後，向後千春（早稲田大学）副編集長も交えて，参加者から質問を受ける時間が設けられた．「不採録の条件集をま

とめてはどうか」，「採録された論文の査読プロセスを公開してはどうか」などの意見が自由に出され，活発な議論

が展開された．こうした意見も参考にしながら，よりよい査読のあり方を模索していくことが重要だといえよう．

文責：伏木田稚子（首都大学東京）

チュートリアルセッション
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President talkは，秋季大会２日目09時00分より白鳥ホールにて行われた．本年度は，米国教育コミュニケー

ション工学会（AECT）のMartindale Trey会長，韓国教育工学会（KSET）のCho Eunsoon会長の２名を迎え，

両学会の活動や各国の研究動向に関する話題提供が行われた．なお，中国教育技術協会（CAET）は，国内の組織

編制改革の影響により，残念ながら不参加となった．

Martindale 会長からは，米国の高等教育におけるオンライン学習の現状や短期的及び長期的な展望について，

Cho会長からは，韓国政府が制定した「第６次教育情報化基本計画（2019−2023）」に基づいた ICT教育の取り組

みや最新の研究動向についてそれぞれ話題提供があった．各発表の後，指定討論者の久保田賢一国際交流委員から，

日本の学校教育や高等教育を取り巻く現状や問題点を共有した上で，各国の先進的な取り組みを日本で実現するた

めにはどうすれば良いかという問いが掲示され，活発な議論が行われた．また，今後教育工学の分野において国際

連携を教育・研究の両面からどのように進めていくべきか意見交換がなされた．

各発表者と講演タイトルは下記の通りである．概要は，2019年秋季全国大会ウェブサイトのプログラムページに

掲載されている（https://www.jset.gr.jp/taikai35/session.html）．

・Martindale Trey（ミシシッピ州立大学，AECT会長）

Near-term and Long-term Challenges for Online Higher Education 
・Cho Eunsoon（牧園大学，KSET会長）

ICT Issues toward the 6th Educational Informatization in South Korea 

Dr. Martindale（AECT会長） Dr. Cho（KSET会長）

文責：嶋田みのり（東北学院大学）

今大会から全国大会が年二回化されたことに合わせて，秋大会の特色の一つとして新たに企画セッションを設け

た．会場の都合で，一般研究（ポスター）と並行する時短帯に，以下の６セッションが開催された．

企画セッション１ 企業によるワークショップ 「小学校でのプログラミング授業実践例」

企画セッション２ 大会実行委員会によるワークショップ 「質問作り（QFT）ワークショップ」

企画セッション３ 企業によるワークショップ

「研究発表ポスター・研究論文作成におけるCreative Cloudツールの活用について」

企画セッション４ 大会企画委員会企画 「名誉会員のお二人を囲んで今後の教育工学を考える」

企画セッション５ 企画委員会企画 「JSETコミュニティ構築企画：教育工学者との出会い」

企画セッション６ 将来構想委員会企画 「JSET Vision 2030：学会の将来構想公開討論会」

参加者からは概ね好評であったが，初めての試みであり，またポスターセッションと時間が重なっているため，

発表者が参加しにくい等の課題が示された．

文責：姫野完治（北海道教育大学）・坂本將暢（名古屋大学）・小林由昭（内田洋行）

企画セッション
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●第 回研究奨励賞

この賞は，2018年度に東北大学で開かれた第34回全国大会で優れた研究発表を行い，かつ優れた研究歴を持つ

若手研究者に対して贈られるものである．なお，「若手」とは，原則として受賞時に40才を越えていない方を指す． 
今回は，本学会役員より20名の候補者が推薦されたが，そのうちの１名は被該当者であった．そのため，19名

が第一段投票の対象となった．第一段投票では 27 名の役員からの投票があり，その結果を踏まえて，５名の候補

者を第二段投票の対象者に設定した． 
第二段投票では27名の役員からの投票があり，この投票結果および教育工学に関連する過去年以内の研究歴を，

所定の得点化規則に従い，すべて得点化した結果をふまえて ３名の方を授賞対象とすることを理事会において決

定した． 
今回の受賞者及び講演題目は，以下のとおりである． 

• 舘野泰一（立教大学）「リーダーシップ教育における自己評価・他己評価のズレが学習に及ぼす影響－過大評

価者から適正評価者への変化に着目して－」

• 今野貴之（明星大学）「国際教育協力における授業技術の継承を目指した授業研究デザイン」

• 仲谷佳恵（東京大学）「英語要約スピーキングアプリケーションによる自学自習練習がスピーキングにおける

統語処理に与える影響」

 
●第 回論文賞

この賞は，2018年度の日本教育工学会論文誌及びEducational Technology Researchに掲載された論文の中で，

特に優れた論文に対して贈られるものである． 
今回は，対象論文23 編に対し，本学会編集委員会より10編が推薦された．顕彰委員会では５名の正会員からな

る論文賞選考委員会を設置し，選考委員会がこの10編に対し，評価を行った結果，５編が投票の対象となった．こ

の５編に対し，38名の役員あるいは編集委員からの投票があり，この投票結果をふまえて，下記１編の論文を授賞

対象とすることを理事会において決定した． 
今回の受賞者及び論文題目は，以下のとおりである． 
 

• 第42巻１号：時任隼平（関西学院大学）・寺嶋浩介（大阪教育大学）による「学校改善を担うスクールミドル

の成長発達に寄与する教職経験に関する研究」 
  

第 回研究奨励賞及び第 回論文賞の選考経過
日本教育工学会顕彰委員会

Japan Society for Educational Technology
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教育・学習支援システムの開発・実践

第 回研究会『若手研究者向け科学研究費申請ワークショップ』

開催報告
 
●日時：2019年09月09日（月）10:00～16:00 
●会場：名古屋駅前イノベーションハブ 会議室 
●参加者数：７名 
●テーマ：「若手研究者向け科学研究費申請ワークショップ」 
●プログラム： 

１）趣旨説明および会場担当から説明 江木啓訓（電気通信大学），立岩佑一郎（名古屋工業大学） 
２）研究計画の説明と申請書の回覧 各参加者から 
３）研究計画および申請書に関するディスカッション 参加者全員 
４）科学研究費申請書作成にあたってのポイント：審査の観点から 山田政寛（九州大学） 
５）フリーディスカッションとまとめ 参加者全員 
※本研究会はSIGが独自に開催しており，日本教育工学会本体および日本学術振興会等が関わる行事ではない 
※本研究会への参加とワークショップの内容が，助成事業の審査に影響することはない．実際の申請書の作成・

応募は，それぞれの参加者自身の判断で行う 
 
本ワークショップでは，参加者が自身の申請書を持ち寄り，採択経験者を交えて研究計画および申請書に関する

ディスカッションを行った．教育工学研究を推進する研究者が，文部科学省科学研究費助成事業に申請することの

重要性は論を俟たない．既に各研究機関や学会において，外部競争的資金を獲得するための計画書作成に関する講

習，経験者による添削などの取り組みがある． 
応募予定の申請書，および過去の採択課題の申請書を回覧し，それぞれの研究課題および申請書の構成や書き方

について議論した．参加にあたっては，ワークショップで取り扱う研究計画に関する守秘義務への誓約と申請書の

回収，および録音・録画・撮影・要約・転用および申請書の持ち出しを禁止事項とした．対象の申請は若手研究，

基盤研究（Ｃ），基盤研究（Ｂ），特設分野研究および挑戦的研究であった．研究テーマは，学習支援システム，プ

ログラミング教育，e ラーニング，日本語教育，大学基礎教育，ライティング支援，ヒューマンインタフェースな

どの幅広いトピックを含むものであった． 
研究者の虎の子，極意ともいえる本物の申請書が並ぶ様子は壮観であった．教育工学研究者が各研究機関に分散

していることから，徒弟的に研究計画立案と申請書作成を学ぶ機会が少なくなっていると考えられる．参加者の協

力により，小規模だが大変有意義なワークショップとなった． 
全国大会翌日の名古屋は台風一過であったが，残念ながら交通の事情によりキャンセルとなった参加予定者もい

た．引き続き「科研が書けん！」が「科研が書けた！」となること，教育学習支援システムおよび教育工学に関連

する分野の活性化を目指して，このようなワークショップを計画できればと考えている． 
 
 
 
 
 
 
 

参加者によるフリーディスカッション 参加者が持参した申請書 
文責：江木啓訓（電気通信大学） 
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小学校プログラミング教育

『第１回小学校プログラミング教育研究会』開催報告
 
●日時：2019年10月15日（火）17:00〜20:00 
●会場：東京工業大学キャンパスイノベーションセンター（東京都港区） 
●参加者数：13名 
●プログラム： 

１）小型プログラマブルコンピュータ｢Cricket｣を使った活動体験 
２）小学校プログラミング教育研究会の立ち上げについて 安藤明伸（宮城教育大学） 
３）マサチューセッツ工科大学によるプログラミングツール開発を振り返る 

～Logo，Programmable Bricks，Cricket，Scratch～ 森秀樹（東京工業大学） 
 
 
2018年08月に活動を開始したSIG-14 小学校プログラミング教育は，本学会の初等教育のみならず，中等教育，

高等教育での様々なプログラミング教育に関わる研究の蓄積と，教育工学の特性上，様々なバックグランドを持つ

会員の知見を 2020 年度からの小学校プログラミング教育実施に活かすことを目的に立ち上げられた．本研究会で

は，SIG-14代表の安藤明伸（宮城教育大学）と森秀樹（東京工業大学）による小学校プログラミング教育に関わる

話題提供とツール体験の提供をもとに，参加者による議論を行った．  
まず，森（東京工業大学）が 1990 年代後半にマサチューセッツ工科大学（MIT）メディアラボの研究グループ

が開発をはじめた乾電池で動く小型プログラマブルコンピュータ｢Cricket｣とモータ，センサ，LEGOⓇブロック，

工作材料を使った作品づくりの体験セッションを参加者向けに行った．Cricket は同研究グループが Scratch を開

発する前に研究を行ったものであり，Scratchとの比較をしながら，参加者全員でツールを試した． 
次に安藤（宮城教育大学）が研究者や小学校教員，企業・教育関連団体関係者など，小学校プログラミング教育

に関わる様々な方々が集まり，新しい情報の共有や交換ができる場として本研究会を立ち上げた旨を説明した．ま

た小学校教員向け研修や2020年度に向けた教科書でのプログラミング教育の取り上げられ方について紹介した． 
引き続き，森（東京工業大学）が，CricketとScratchを開発したMITメディアラボのLifelong Kindergarten研

究グループや，その礎となった MIT 研究グループによるプログラミング教育ツールの開発について， 1960 年代

後半のLogoから，LEGO/LOGO，Programmable Bricks，Cricket，Scratchと続く，50年間の研究について，

開発背景にある教育学習理論Constructionismとあわせて紹介した．また森が小学校や博物館等の社会教育関連施

設で 2001 年から実践しているCricket やScratch を用いた授業とワークショップ実践と児童の学びに関する評価

の試みを紹介した． 
最後に，全体討論として小学校プログラミング教育の可能性と課題についてLEGOⓇSERIOUS PLAYⓇメソッ

ドを活用して意見交換を行った． 
 

 
文責：森秀樹（東京工業大学） 
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教育

第２回研究会『 研究会』開催案内
 
●日時：2019年12月07日（土） 13:00〜17:35（終了後懇親会あり） 
●場所：明治学院大学 白金キャンパス ３号館3202教室 
●対象：現職教員，教育関係者，研究者，STEM教育に興味をお持ちの方など 
●プログラム 研究事例発表（発表30分，議論15分） 

13:00～13:10 開会の挨拶 
13:10～13:55（１）小・中学生を対象としたバーチャル環境におけるものづくりを通したSTEM教育の実践

（瀬戸崎典夫，長崎大学） 
13:55～14:40（２）STEM教育において創造的プロセスと探究的プロセスが切り替わる契機と遷移パターン

の分析（木村優里，NPO法人東京学芸大こども未来研究所） 
***中休憩（15分）*** 

14:55～15:40（３）STEAMリテラシーの育成を目指す教養教育プログラムの開発（竹中真希子，大分大学） 
15:40～16:25（４）中学校物理分野を対象としたSTEAM教育の授業デザインと生徒の学習過程に関する研

究（北澤武，東京学芸大学） 
16:25-17:25  振り返りとまとめ 
17:25-17:35 閉会の挨拶 

●申し込み：https://forms.gle/DjQiPAm9Eh3KZ587A 
●当日連絡先：Sig-  
●詳細：https://www.facebook.com/JSETSIG13STEM/ 
 

情報教育

第 回情報教育研究会『ロボットや が普及する時代の

情報モラルカリキュラム検討会』開催案内
 

SIG11 では，情報教育の指導とカリキュラムについて検討することを目的としているが，今回はその中で情報

モラルの部分に焦点を絞って，カリキュラムの検討を実施する． 
 

●日時：2019年12月27日（金）14:30～16:30 
●場所：岐阜聖徳学園大学短期大学 岐阜キャンパス（岐阜県岐阜市中鶉1-38） 
●プログラム 
 14:20～受付 
 14:30～15:30 情報モラル質問紙による調査の報告 
 報告者（予定） 加納寛子（山形大学），糟谷咲子（岐阜聖徳学園大学短期大学部） 

小棹理子（ソニー学園湘北短期大学）．橋本はる美（摂南大学） 
 15:30～16:20 ディスカッション 
 16:20～16:30 まとめ 
●教室等詳細はWebにてお知らせする予定です. URL：https://www.jset.gr.jp/sig/sig11.html 
●申込方法： 

参加希望者は12月25日（水）までに，氏名・所属を記載したメールをお送りください． 
メールの件名：第16回情報教育研究会申込 
申込アドレス：sig-  
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教師教育・実践研究

第 回研究会『授業記録の中に生きる子どもの様子』開催案内
 
●日時：2020年01月12日（日）13:00～16:00 
●会場：名古屋大学教育学部（詳しい場所は後日公開） 
●対象：教師を目指す方，現役教師，授業記録を使った分析に興味のある方 
●参加者数：30名程度 
●テーマ：「授業記録の中に生きる子どもの様子」 
日頃の授業を文字起こしして授業記録を作成することは，教員の仕事の量や煩雑さを考えると簡単なことではあ

りません．しかし，授業記録を読み，分析できるかできないかは，その能力よりも，改善の可能性や自身の授業を

知る機会に大きく関わります．そこで，今回は，授業記録を読み，子どもや授業の可能性を探るワークショップを

実施します． 
●ワークショップ講師：柴田好章（名古屋大学）ほか 
●コーディネーター：坂本將暢（名古屋大学），古田紫帆（大手前大学），島田希（大阪市立大学） 
●プログラム： 

12:30-13:00 受付 
13:00-13:10 開会・趣旨説明 坂本將暢（名古屋大学） 
13:10-15:30  ワークショップ 
15:30-15:50  質疑応答・ディスカッション 
15:50-16:00  閉会行事 

●申込：https://forms.gle/T95b4HozS6JKqJsc6（2020年1月5日17:00締め切り） 
●メールでのお問い合わせ：jset_sig02★ml.tfukami.main.jpもしくはsfuruta★otemae.ac.jp（大手前大学 古

田） ※上記アドレスをコピーアンドペーストされる場合は★を@に替えてご利用ください． 
 

 
●日時：2020年02月28日（金）13:30～17:00（受付12:30～） 
●会場：信州大学教育学部附属長野小学校（長野市南堀77-1） 
http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/fuzoku/nagano-sho/ 
●対象：教師を目指す方，現役教師，参観記録をとりながらの授業観察に興味のある方 
●参加者数：30名程度（参加無料ですが，会場準備と学校安全の関係から事前申込が必要です．） 
●テーマ：「授業観察・授業研究と教師・学生の学び」（仮） 
本学会の第29回全国大会（於：秋田大学）のワークショップ「実践をいかに記述・記録するか」では，公開授業

の参観とその記録を用いて，授業研究を通した教師の学びについて検討しました． 
SIG-02第10回研究会では，実際の授業を観察し，参加者（研究者，実践者，実務家教員，指導主事，学生・大

学院生等）が日常的に行っている方法による授業記録を持ち寄って，各参加者はその授業の何を見ていて何を記録

したのか，記録に基づく授業研究が教師や教職志望学生の学びや成長にどのようにつながっているのか，教育工学

の視点から議論したいと思います． 
 
 
 

教師教育・実践研究

第 回研究会『授業観察・授業研究と教師・学生の学び（仮）』

開催案内（第一報）
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●プログラム： 
第１部（13:30～14:00頃） 学習指導案をこう読む：授業観察前の準備 
第２部（６校時：14:10～14:55） 授業観察の実際：参観記録をとりながら 
第３部（15:00～17:00頃） 授業をこう見た：参観記録を持ち寄って 

●上記の日時・会場・プログラムは現時点での予定です．申込方法等の詳細は，次号にてご案内いたします．ま

た，学会のSIG-02メーリングリストやFacebook「JSET SIG-02「教師教育・実践研究」コミュニティ」でも

お知らせしますので，登録をお願いします．研究会終了後に，長野駅周辺での懇親会も計画しています． 
 

参加登録・ 年度新規 申請についてのお知らせ

 
・SIGへの参加の仕方 

SIGに参加するためには，学会ホームページの「会員専用ページ」にログインし，メニューにある「SIG参加申

請」を選んで，参加をチェックすると，SIGのメーリングリストに登録されます．メーリングリストでは，SIGの

活動についての広報，会員同士の情報共有などができます．また，複数のSIG に参加することもできます．ぜひ，

ご登録いただきますよう，よろしくお願い致します． 
 
・2020年度新規SIG申請の方法・条件 

2020年度の新規SIGの募集については，以下の条件のもとで行います． 2020年02月15日（土）までに

SIGのウェブサイト（https://www.jset.gr.jp/sig/application.html）より申請ください． 
 
新規SIGの立ち上げ申請にあたっては以下の条件を満たすこととする． 

 
一，発起人となる少なくとも３名については，日本教育工学会に５年以上所属している正会員であること． 
一，発起人となる少なくとも３名については，それぞれ全国大会もしくは研究会において５年以内で５回以上発

表を行っていること（連名含む）． 
一，発起人のうち少なくとも１名が，日本教育工学会誌（ショートレター特集号を含む）に論文が掲載されてい

ること． 
一，発起人全体で，テーマに関する業績（論文，全国大会もしくは研究会における発表）を５年以内で５件以上

あること（発起人の誰かが筆頭著者であること）． 
 
（追記事項） 
なお，新規SIGの活動期間は本学会の法人化が予定されており，SIGの運営方法について検討中であることか

ら2020年05月から2020年12月までとする． 
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日本教育工学会研究会

研究会の開催

テーマ 情報モラル教育の実践／一般 
●日 時：2019年12月14日（土） 
●会 場：東洋英和女学院大学横浜校地 
（〒226-0015 神奈川県横浜市緑区三保町32） 
●担 当：酒井郷平 

プログラム   発表時間：発表1件につき24分（発表19分，質疑5分） 
受付（5 号館 1 階エントランスホール），A 会場（1 階 5101 教室），B 会場（２階 5202 教室），C 会場（2 階

5203），D会場（2階5204教室） 
 

～ 諸連絡

～ 午前の部

    
A1) 質問作り（QFT）を用いた道徳科における情報モラルの授業 

長谷川元洋（金城学院大学），尾崎廉（元創造教育研究所），金子大輔（北星学園大学） 
A2) 専門学校における iButシステムを利用した情報モラル教育の実施報告－インターネット社会に向けて－ 

木崎悟（日本工学院八王子専門学校） 
A3) 高等学校現代文の授業における情報モラル教育の試み 

大井良知（大阪教育大学附属高等学校池田校舎） 
A4) 著作権法の制度は，著作者を保護しているのか．－各種学会の投稿規定から考える－ 

世良清（三重県立津商業高等学校） 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
B1) 学生の子どもへのかかわり意識が教職志望意識の形成に及ぼす影響 

丸岡俊之（近畿大学） 
B2) 小中学校の若手教師の成長に関する縦断調査－初任期における困難－ 

髙木まさき，脇本健弘，野中陽一，泉真由子（横浜国立大学），柳澤尚利（横浜市教育委員会） 
B3) 若手教員に求められる資質・能力の明確化と校内研修プログラムの開発  

－学習指導に関する実践的指導力の育成に焦点化して－ 
安島祐治（聖徳大学大学院），山崎奈々絵，南部昌敏（聖徳大学） 

B4) 教師効力感と校内研究に対する意識の関連 
石原浩一，泰山裕（鳴門教育大学大学院） 

B5) 授業観が授業のみえに及ぼす影響 
後藤康志（新潟大学） 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
C1) 客観的臨床能力試験の医療面接における模擬患者評価表の基準関連妥当性について 

田邊聖，高﨑裕子，岡真由美（川崎医療福祉大学），是村由佳（コレムラ技研） 
C2) 問題解決力を育成するための特別活動の取り組み 

－集団での合意形成を目指した話合い活動の実践－ 
近藤千香（東京工業大学附属科学技術高等学校），玉田和恵（江戸川大学），松田稔樹（東京工業大学） 

C3) 生徒の学校適応感に基づく学級力の一考察 
斎藤まゆみ，遠見繁也（新潟市立大形中学校），伊藤大輔（秋田県立大学），磯部征尊（愛知教育大学） 

C4) 雑談の盛り上がりと連想能力の関連 
増田大地，佐藤遥紀，上岡稀生子（東京大学），野並新（東京大学大学院），椿本弥生（東京大学） 

C5) 高等教育における学習空間のデザインのトレンド変遷 
林一雅（国士舘大学） 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
D1) 作業課題を通した保育者倫理醸成の試み 

波多野和彦（江戸川大学），中村佐里（自由学園） 
D2) スタディスキル修得支援に向けた学生課題の取り組みにおける課題分割手法の影響分析とその評価 

鈴木一輝（愛知県立大学大学院），奥田隆史（愛知県立大学） 
D3) 先行知識の多少による説明的文章のわかりやすさへの影響 

高山泰子，塚田遊磨（東京大学），野並新（東京大学大学院），椿本弥生（東京大学） 

研究会
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D4) ベテラン・チューターによるつまずきの診断から克服までのscaffoldingストラテジー 
中村美智子，冨永敦子，大塚裕子（公立はこだて未来大学） 

D5) ４年間の学修成果の関連性分析による定量的可視化 
酒井浩二，阿部一晴，今岡義明（京都光華女子大学） 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
～ 委員会挨拶・諸連絡

～ 午後の部①

 
A5) アメリカのデジタル・シティズンシップ教育教材の検討と日本における学習実践の可能性についての研究 

今度珠美（鳥取県教育委員会），坂本旬（法政大学），豊福晋平（国際大学），芳賀高洋（岐阜聖徳学園大学） 
A6) 家庭や地域と協働した情報モラル教育 

中島啓太，竹澤裕士，安藤良介，江口千穂（東京都墨田区立第二寺島小学校） 
A7) 教育情報化に関する保護者意識 －#１ 携帯電話持ち込み規制について－ 

豊福晋平（国際大学） 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
B6) 探究の授業を対象にしたデータに基づく授業・カリキュラム改善に関する研修の開発 

－プレワークショップの実践－ 
脇本健弘（横浜国立大学），兼松かおり，渡邉久暢（福井県立若狭高等学校），平野智紀，吉澤日花里， 
相沢優，伊藤志帆（内田洋行），吉田涼香，大内美智子（横浜国立大学） 

B7) 「自分が好き，仲間・学校が好き，地域が好きな子供」を育てるカリキュラムマネジメントに関する研究 
大山和則（愛知県知立市立八ツ田小学校），倉本哲男（愛知教育大学），伊藤大輔（秋田県立大学）， 
磯部征尊（愛知教育大学） 

B8) プログラミング的活動と理科学習の関連を図ったカリキュラム（試案） 
浜田里枝，南部昌敏，櫻井茂（聖徳大学大学院），中川一史（放送大学） 

B9) e-ポートフォリオを利用した海外連携の外国語学習における反転学習の実践と課題 
安部由美子（広島工業大学），フッド・マイケル（日本大学），エルウッド・ジェイムズ（明治大学）， 
益子行弘（浦和大学） 

B10) 三年間の保育者養成課程における情報教育カリキュラムの開発と評価 
中島千恵子（星美学園短期大学） 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
C6) 情報教育の実践家が有する小学校プログラミング教育の推進ビジョンに関する事例分析 

山本朋弘（鹿児島大学大学院），三井一希（山梨県北杜市立泉小学校），木村明憲（京都教育大学附属桃山 
小学校），大久保紀一朗（雲南市立木次小学校），堀田龍也（東北大学大学院）  

C7) 小学校中学年における学級力と学校生活スキルの関連－学級開きと完成期の学級力の変容に注目して－ 
伊藤大輔（秋田県立大学），磯部征尊，鈴木一成（愛知教育大学），田中博之（早稲田大学） 

C8) 「情報活用能力の体系表例」を網羅したチェックリストの開発 
村上唯斗（東京学芸大学），野澤博孝（埼玉県児玉郡美里町立松久小学校），高橋純（東京学芸大学） 

C9) 思考言語とプログラミング言語をつなぐ学習支援システムの開発とその利用 
西村宗一郎，倉山めぐみ（函館工業高等専門学校） 

C10) 情報活用能力の育成に係る校内指標の作成に関する調査 
－小学校２校に対するインタビュー調査から－ 
中尾教子（内田洋行），福山創（川崎市立下平間小学校），泰山裕（鳴門教育大学大学院）， 
佐藤和紀（常葉大学），堀田龍也（東北大学大学院） 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
D6) オンライン大学のメンターによる学生への支援の実態 

石川奈保子（早稲田大学） 
D7) 地域図書館における英文多読の現在の探究 

後藤隆昭（静岡県立大学） 
D8) 高齢者の健康学習を促すワークショップの開発 

森玲奈（帝京大学），孫大輔（東京大学大学院），渡辺雄貴（東京理科大学），北村智（東京経済大学）， 
堀里子（慶應義塾大学） 

D9) グループワークメンバーへの期待とグループワークについての態度の関係 
丸山美紀（早稲田大学大学院），向後千春（早稲田大学） 

D10) 図解を活用したライティングセミナーの実践 
 福山佑樹，鈴木浩子（明星大学） 
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------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
午後の部②

 
A8) 高校生のPCとスマホにおける文字入力速度に関する調査 

登本洋子（桐蔭学園高等学校），高橋純（東京学芸大学），堀田龍也（東北大学大学院） 
A9) 北欧における ICTを活用したキャリアガイダンスの実践と研究の動向 

森田佐知子（高知大学） 
A10) ベトナムの高校における ICT活用に関する予備的調査－英語科教育を事例として－ 

時任隼平（関西学院大学），久保田賢一（関西大学），Nguyen Thi Mai Huong，Nguyen Thi Cam Huong 
（Hanoi National University of Education） 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
B11) プログラミングによる問題解決を通してAIへの理解を深める中学校技術科の授業開発と実践 

板垣翔大（大阪教育大学大学院），浅水智也（宮城教育大学附属中学校），佐藤和紀（常葉大学）， 
中川哲（東北大学大学院），安藤明伸（宮城教育大学），堀田龍也（東北大学大学院） 

B12) プログラミング的思考を育む“発問”に着目した国語科教育に関する授業実践 
平林千恵（兵庫県西宮市立北夙川小学校），今宮信吾（桃山学院教育大学），松永豊，齋藤ひとみ，梅田恭子 
（愛知教育大学），伊藤大輔（秋田県立大学），磯部征尊（愛知教育大学） 

B13) 視覚障害をもつ子ども向けプログラミング環境の開発 
松本章代，高橋幹太，菅原研（東北学院大学） 

●発表時間：当研究会は会員・非会員による討論の場を作ることを目的として開催してきました．討論時間を確保する

ために，持ち時間24分において質疑応答の時間を5分以上は確保していただいております．よろしくご理解願います． 
●参加費用：参加費は無料です．研究会報告集の年間予約購読代金（3,000円）を支払済みの本学会会員以外の方は，

報告集代として1,000円を当日受付にてお支払いください（ただし，本研究会受付時に年間予約購読代金の支払済みが

確認できない場合には，当日受付にて年間予約購読分の報告集をお渡しすることができませんのでご了承ください）．

また，当日受付にて年間予約購読の申込みも可能です．なお，年会費には研究会報告集の年間購読代金は含まれており

ません． 
●アクセス：東急田園都市線「青葉台」駅，または，JR「十日市場」駅から東急バス「若葉台中央(郵便局前経由)」行

きに乗車し，「郵便局前」で下車．（バス停から徒歩約５分です）．詳しくは，東洋英和女学院大学アクセス

（https://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/about/access.html）をご参照ください．なお，キャンパス内に駐車場はござい

ませんので，公共交通機関を利用してお越しください． 
●昼食等案内：キャンパス内にコンビニがございますが，品数に限りがございますので，ご心配な場合はあらかじめご

準備いただくことをお勧めいたします．また，当日に食堂等の営業はございません． 

研究会の開催報告 テーマ：教育方法・授業改善／一般

●日 時：2019年10月19日（土） 
●発表件数：41件 

●会 場：甲南大学 
●参加者数：87名（内非会員 37名） 

今回の研究会では，「教育方法・授業改善」をメインテーマに，一般発表と合わせ

て41件の発表がありました． 
研究会では，４会場で発表者への質問やアドバイスなどが多数あり，本研究会の

趣旨としておりました，初等中等教育，高等教育の垣根を超えた活発な議論・情報

交換が交わされておりました．また，全体の４割を超える数の非会員の方にご参加

いただき，教育工学への関心の高まりを感じる場となりました． 
雨天の中，本研究会にご参加いただきました皆様，また開催にあたりご支援・ご

協力をいただきました皆様に深く御礼を申し上げます．ありがとうございました． 
担当：千葉美保子（甲南大学） 

 

次回以降の研究会のご案内

●全国大会が年２回の開催になったことに伴い，03月の研究会は開催されません。 
●次回の研究会は2020年05月23日（土），函館工業高等専門学校にて開催予定です。奮ってご参加ください。 
●それ以降の日程については，12月ごろ，日本教育工学会Webページにて告知する予定です。 
年間予約購読のお勧め

●年間購読：研究会報告集の年間予約購読価格は郵送料込みで3,000円です（当日売りは1冊1,000円と割高に 
なります）．研究会の受付でも年間講読を受け付けております． 
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日本教育工学会 2020 年春季全国大会を下記のように，信州大学長野（教育）キャンパスにおいて開催します．

既に告知してきましたように，これまで毎年３月に開催してきた研究会は，今年度より春季全国大会となりました．

多くの方々のご参加をお待ちしています．また，研究発表にもふるってご応募下さい． 
 
1. 開催期日・会場 
期日：2020年02月29日（土）〜 03月01日（日）（２日間の開催となります） 
会場：信州大学長野（教育）キャンパス 〒380-8544 長野県長野市西長野６のロ 

https://www.shinshu-u.ac.jp/access/nagano_education/ 
＊会場は善光寺近くにある教育学部のキャンパスです．同じく長野市内にある工学部のキャンパスとは異なります

のでご注意下さい． 
 
最寄駅 
・ JR長野駅善光寺口１番のりばでアルピコバス「善光寺大門行（びんずる号）」, 「善光寺経由宇木行」,「善光寺・

西条経由若槻東条行」,「善光寺・若槻団地経由若槻東条行」のいずれかに乗車（10分）,バス停「花の小路」下

車.（徒歩５分） 
・ JR長野駅善光寺口４番のりばで中心市街地循環バス『ぐるりん号』に乗車（15分）,バス停「信大教育学部前」

下車.（徒歩１分） 
・ JR 長野駅善光寺口７番のりばで,アルピコバス「県道経由戸隠中社行」,「鬼無里行」,「川後経由滝屋行」のい

ずれかに乗車（10分）,バス停「信大教育学部前」下車.（徒歩１分） 
 
2. 大会日程 
各日のスケジュールは下記の通りになっています．発表申込件数によって各セッションの発表件数，ならびに時

間を調整する可能性がありますので，ご了承ください． 

 
 

日本教育工学会 年春季全国大会のお知らせ（第二報）
大会 サイト：

02月29日（１日目） 03月01日（２日目） 
8:30〜17:00 受付 
9:00～10:20 

一般研究発表1 
10:30～11:50 

一般研究発表2 
自主企画セッション1 

12:00～13:30 
ランチョンセミナー 

13:40〜15:20 
一般研究発表3 

15:30〜17:30 
一般研究発表4 

18:00～ 
懇親会 

8:30〜15:30 受付 
9:00～10:20 

一般研究発表5 
10:30～11:50 

一般研究発表6 
自主企画セッション2 

12:50～13:50 
全体会・SIGセッション 

14:00～16:00 
シンポジウム 
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託児所の提供について 
本春季全国大会においても，大会期間中に託児室を設置いたします． 
託児室には保育スタッフが常駐します．ご利用いただくには事前にお申し込みが必要です．申込方法等の詳細は

大会Webサイトを参照してください．（https://www.jset.gr.jp/s-taikai01/takuji） 
・申込受付期間：2019年12月04日（水）〜2020年02月14日（金）17:00 
・開設日時：2020年02月29日（土）9:00〜20:00，2020年03月01日（日）9:00〜16:30 
・対象：生後６ヶ月から６歳まで（未就学児） 
・利用料金：無料 
＊定員に達した場合は受付終了となります． 
 
3. 今大会での注目点・注意点 
≪ネットワーク利用と講演論文集等について≫ 
• ネットワーク利用サービスの提供はございません． 
• 本春季全国大会より講演論文集はオンライン配信に一本化し，USB での配布をいたしません．あらかじめダウ

ンロードの上，ご参加下さい． 
• USBでの講演論文集をご希望の方は，１つ4,000円で販売しますので，受付窓口にてお求めください．冊子版の

販売はございません． 
• 当日受付時には，プログラム冊子をお渡しします． 
 
≪セッション・企画について≫ 
• 本春季全国大会の一般研究発表は，口頭発表のみです．発表テーマのカテゴリーはSIGのテーマに従ったものと

なります． 
• 本春季全国大会より，学生セッション，自主企画セッションをスタートします．詳しくは下記に説明があります

ので，ご覧ください． 
• 大会１日目 12:00～13:30 にランチョンセミナーを開催いたします．ゲストスピーカー等をお招きし，AI（人工

知能）分野から教育工学研究の発展性について議論します．先着150名にはお弁当とお茶が無料でつきます．皆様

お誘いあわせの上，ぜひご参加下さい． 
・発表会場のプロジェクターの接続端子は VGA のみとなっております。発表用端末とプロジェクターとの接続ア

ダプターにつきましてはご持参ください． 
 
≪参加費について≫ 
• 参加費は，オンライン配信の講演論文集およびプログラム冊子を含んだ価格となります． 
• 2019年秋季全国大会ご参加の会員には参加費の継続参加割引が適用されます．参加申込システムで会員番号をご

入力いただき，料金カテゴリーから「割引」を選択した上で参加費をお支払いください．なお，事前申込のみ継続

参加割引の対象となります．当日参加申込の場合は割引対象となりませんのでご注意下さい． 
• 大会２日目 14:00～のシンポジウムのみのご参加を希望される方は，1,000 円で聴講いただくことができます．

シンポジウム当日に受付窓口にて現金のみ受け付けています． 
• シンポジウムでは試行的にライブ配信を予定しております．配信プラットフォーム，アクセス方法については決

まり次第，大会ウェブサイト，ならびにニューズレターにてお知らせいたします． 
 
4. 大会の参加申込及び受付等について 
大会に参加を希望される方は，以下の手順に従って申し込みをお願いします． 

 
(1) 参加費等について 
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発表者の事前支払期限は2020年01月15日（水）17:00です．発表者以外の方の事前支払期限は 2020年01月

29日（水）です．両日ともにクレジットカード払いの場合，払込・振替でのお支払い期限となります． 
参加費 
正・准会員（名誉会員は無料）7,000 円（当日は 9,000 円） 
学生会員 2,000 円（当日は 4,000 円） 
非会員 9,000 円（当日は 11,000 円） 
非会員の学生 4,000 円（当日は 6,000 円） 

 
前回大会（2019年秋季全国大会）参加の会員向け継続参加割引 
正・准会員 6,000円 
学生会員 1,000円 

＊事前申込のみの適用になります． 
 
懇親会費 5,000 円（当日は 6,000 円） 
講演論文集代（USB版）：4,000 円 
 
参加費には，プログラム冊子およびオンライン配信の講演論文集代を含みます．参加費には，昼食費等の食事代

は含まれておりません．  
事前支払期限以降に送金された場合は，当日参加の場合との差額を会場でお支払いいただきます．なお，事前支

払期限までに発表者の参加費の納入が確認できない場合は，発表取り消しとなりますので，ご注意下さい． 
お支払い後，2020年02月05日（火）までのキャンセルについては，春大会企画委員会（s-taikai2020@jset.gr.jp）

までご連絡下さい．送金なさった分を次年度の年会費に振り替えることができます．返金はできません．また，非

会員の方がキャンセルされる場合は入会をしていただくことになります．この日以降は，ご連絡いただいても，原

則として振替等ができないことをご了承下さい． 
大会参加費を事前に送金し，学会事務局に連絡することなく，大会に参加されなかった場合には，その旨を大会

企画委員会（s-taikai2020@jset.gr.jp）までご連絡下さい．プログラム冊子をお送りします． 
卒業見込み年月が過ぎた学生会員で継続の連絡がない場合は，「准会員」に会員種別が変更されています．学生会

員としての特典はありませんので，ご注意下さい． 
 
(2) 事前の送金と参加登録について 
講演申し込み，事前参加申し込みのシステムには，大会 Web サイト（https://www.jset.gr.jp/s-taikai01/） から

アクセスして下さい．支払い方法は，「①クレジットカード」「②払込・振替」「③当日現金で支払い」の３つから選

択できます． 
 
①クレジットカードによる支払い 
•申し込み後に，クレジットカードの情報を入力する画面に進めます． 
②払込・振替 
•申し込み時に表示される金額と送金内容を，郵便局に備え付けの払込取扱票に記入して，郵便局の窓口から送金

して下さい．必ず会員番号をご記入下さい． 
③当日現金で支払い 
•クレジットカード，振込・振替による事前送金を締め切った後に選択できるようになります． 
•事前参加登録をして頂きますと，会場での受付が簡便になります． 
•登録内容が記入された電子メールが届きますので，それを印刷して，当日，会場受付にお出し下さい．この場合，

当日参加票に記入する必要はありません． 
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5. 一般研究（口頭発表） 
春季全国大会の一般研究発表は口頭発表のみです. 所定の時間内に発表を終え, 質疑応答時間を設定します．発

表者交代のための時間を１分設けます．またインターナショナルセッションも一般研究発表と並行で行います．発

表テーマカテゴリーはSIG テーマに沿って設定致しました．発表内容について該当する SIG テーマがない場合は

「その他」を選択してください．お申込になりたい SIG テーマは学会ウェブページの SIG 活動

（https://www.jset.gr.jp/sig/）に掲載されていますので，そちらをご覧下さい． 
なお，ご希望された発表テーマカテゴリーは希望者数，会場校の状況に応じて，春大会企画委員会で調整させて

いただく場合がございます． 
 
開催予定のテーマカテゴリーは以下のとおりです． 
(1) 高等教育・FD  (2)教師教育・実践研究  (3)教育・学習支援システムの開発・実践  (4)教育の情報化 
(5)ゲーム学習・オープンエデュケーション  (6)協調学習・学習科学  (7)インストラクショナルデザイン 
(8)メディア・リテラシー, メディア教育  (9)コンピテンシースタンダードと能力評価手法の開発 
(10)情報教育  (11)人工知能の教育利用  (12)STEM教育  (13)小学校プログラミング教育  (14)その他 

 
6. 一般発表セッションの発表時間 
発表時間は現在20分（発表14分，質疑応答５分，交代１分）で予定をしていますが，発表申込件数が総計284

を超える場合には，発表時間を短縮し調整することがあります．発表時間を調整する場合には，Webページ，また

は２月発行のニューズレターにてお知らせいたします． 
 
7. International Session 
昨年度に引き続き，International Sessionも実施致します． 
本セッションでの発表および質疑応答は，英語で行われます．本セッションは，教育工学研究の国際化に対応す

るものであるとともに，特に若い研究者に対しては，国際学会等での研究発表や討論に備える体験を提供する機会

でもあります．発表は一般研究発表と同じ時間帯で実施致します． 
 

We would like to invite you to the International Session on the annual conference. The purpose of this session 
is to provide an opportunity to present papers and engage in scholarly discussions in English, and thus promote 
internationalization of the JSET community. 

This International Session will be run in parallel with the presentation session (一般研究発表). Young scholars 
as well as experienced researchers are all welcome. Papers related to the following topics are invited to the 
Session. 
 
8. 発表内容の撮影，記録，録画等について 
発表者，参加者の双方に次のことをお願いいたします． 

(1) 発表者は参加者が発表内容を撮影，録音，録画する可能性のあることを承知の上で発表して下さい．参加者に

記録されると問題が生じる可能性がある場合には，発表者自身が参加者に記録しないよう指示して下さい． 
(2) 撮影，録音，録画したものについて，日本国の著作権法が規定している範囲以外で利用される場合は，発表者の

許可をとって下さい． 
(3) 大会スタッフが記録用写真やニューズレター用写真を撮影します．撮影を拒否される方は，記録係のスタッフ

に撮影しないようお伝え下さい． 
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9. ランチョンセミナー 
1日目昼に，教育工学研究の発展性について議論を行うランチョンセミナーを開催致します．テーマはAIです．

皆さまお誘いあわせのうえ，奮ってご参加ください． 
 
セミナータイトル：はじめてのAI 〜Googleがめざす，誰もが使える機械学習～ 
講師：佐藤 一憲（グーグル合同会社 Google Cloud，データ＆分析チーム デベロッパーアドボケイト） 
 
10. SIGセッション 
日本教育工学会では現在，研究グループである”Special Interest Group (SIG)”で研究活動を活発に進めています. 

それぞれのSIGから研究テーマや活動, JSETにおける役割などをライトニングトークの形で紹介します. 
 
11. シンポジウム 
大会２日目の午後にはシンポジウム「教育の情報化のための教員養成の取組」が開催されます． 

本シンポジウムでは，新時代の学びを支える教員養成の一部と考えられる「教育の情報化のための教員養成」に焦

点化します．教科の指導法における ICT 活用，プログラミング教育の必修化，教育実習の ICT 活用授業実践とそ

れを支える実習校の物的・人的 ICT環境整備など，教員養成プログラムで先進的に取り組んでいる事例報告を踏ま

えて，関連SIGからの話題提供者や指定討論者，そしてフロアも交え，教育の情報化のための教員養成に対し教育

工学は何をすべきか，何ができるのかを議論して参ります．詳細は大会Webサイトをご参照下さい． 
 

2020 年 03 月

01日（日） 
14:00〜16:00 シンポジウム 

「教育の情報化のための教員養成の取組」 
講演者：東原義訓（信州大学）, 

 藤井善章（中野市立平岡小学校）,  
村松浩幸（信州大学） 

指定討論者：小柳和喜雄（奈良教育大学） 
パネリスト：益子典文（岐阜大学）， 

豊田充崇（和歌山大学）， 
安藤明伸（宮城教育大学） 

司 会：山田政寛（九州大学） 
 
参加費（シンポジウムのみ聴講者）：1,000円（シンポジウム当日受付・現金のみ取り扱い） 

 
12. 新企画 
本春季全国大会より，下記の２つの新しい発表形態を設定しました． 

(1)学生発表セッション 
教育工学に関わる若手育成，若手研究の奨励を目的として，学生発表セッションを設置します．このセッション

は学生のみの発表セッションとなります．発表テーマのカテゴリーは一般発表セクションに従いますが，希望者数

によっていくつかのテーマを統合する可能性もあります．ご希望の方は講演申込システムの発表セッションにて，

学生セッションの希望を選択してください． 
 
(2)自主企画セッション 
自主企画セッションは日本学術振興会(JSPS)，科学技術振興機構(JST)などの公的機関や財団から受けた研究外

部資金による研究成果の発信，普及を目的に，シンポジウムやワークショップなどのセッションを自主企画し，実

施するものです．申請者は上記研究費を取得している研究者，または研究チームとなります．セッション形態は自
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主企画になりますので，お申し込みされる研究代表者，ならびに研究チームで決定して下さい． 
自主企画セッション設置について，下記の通り，注意点がありますので，それにご承諾の上，お申し込み下さい． 

・自主企画セッションは，教育工学研究に関する外部研究費（日本学術振興会やJSTによる研究費などの公的外部

研究費や財団による研究支援）による研究成果を公開することを目的としたものです．企業等からの共同研究費・

研究委託金による研究は，本セッションでは受け付けておりません． 
・本セッションは，研究代表者・登壇者・分担者・運営者も含めて１件のみ申請できます．この申請書のリストに

載っている方は，登壇者・分担者・運営者も含め，別の自主企画セッションの申請や登壇はできません． 
・研究代表者は，日本教育工学会の会員でなければなりません． 
・本セッションは80分です． 
・本セッションの開催費は20,000円です．2020年01月29日までに学会指定の口座までお振り込みください．振

り込まれない場合は申請をキャンセルいたします． 
・非会員の方が本セッションへの登壇や運営をされるなど，企画者側として参加される場合は，非会員カテゴリー

の参加費を2020年01月29日までにお支払いください． 
・本セッションがお申込多数の場合は，一般セッションの申込数，開催校の会場数，内容，研究費による研究成果

などの観点から選抜をさせて頂くことがございます．あらかじめご了承ください．なお，研究費の規模は採否基

準に含めません．結果は，2019年12月28日までにメールにてご連絡いたします． 
 
その他注意点もございます．詳細は大会Webページをご覧下さい． 

 
注意点についてご承諾され，お申し込みされたい方は大会ウェブサイトからフォーマットをダウンロードして頂

き，そちらにご記入の上，講演申込システムからお申し込みください．発表部門のカテゴリーに「自主企画」とあ

りますので，そちらを選択してください． 
 
13. 大会までのスケジュール 
2019年12月04日 水 一般研究発表・自主企画セッション申込・原稿提出開始 

参加費事前送金開始 
2019年12月20日 金 自主企画セッション申込締切 
2019年12月28日までに 土 自主企画セッション採否結果通知 
2020年01月08日17:00 水 一般研究発表原稿提出締め切り 
2020年01月15日17:00 水 発表者の参加費事前送金締め切り（クレジット, 振込・振替ともに） 
2020年01月29日17:00 水 発表者以外の参加費事前送金締め切り（クレジット, 振込・振替ともに） 

自主企画セッション開催費送金締め切り 
 
＊一般発表，自主企画セッションともに提出原稿の差し替え期間はございませんので, ご注意下さい． 
 
14. 一般発表申込に関する注意点 
(1) 発表者の資格 
• [発表者]は，本学会の会員に限ります．ただし，会員以外が連名者となることは，差し支えありません．ここでい

う[発表者]とは，ファースト・オーサーあるいは連名者という意味ではなく，大会当日発表される方です． 
• [発表者]が年会費を納入されていない場合は，発表申し込みを行えません．また，[発表者]には，事前に大会参加

費を送金して頂くことになっております．なお，大会企画委員会が特に発表を依頼した場合はこの限りではあり

ません． 
• 維持会員に所属する方は，個人会員として入会していなくても最大３名まで発表ができます．ただし，大会参加

Japan Society for Educational Technology

21



  

費はお支払いいただきます．該当する発表者は，2020 年 01 月 07 日（火）までに大会企画委員会（s-
taikai2020@jset.gr.jp）にご連絡下さい．この期限を過ぎた後の受付はできませんので，ご注意下さい． 

 
(2) 一般発表申込件数の制限 
• 会員は，一般研究で１件, International Sessionで１件を発表者として申し込むことができます． 
• 発表者でない連名者の件数には，制限はありません． 
 
(3) 一般研究の発表申込方法 
• 詳細が決まり次第，大会Webサイトにてご案内します. その案内に従って，原稿ご提出をお願いします.  
• 発表日時の希望には応じられません． 
• 原稿の提出締切日時は，2020年01月08日（水）17:00です． 
 
(4) 原稿ファイルの作成と提出 
• 書式は，大会Webサイトに掲載されるテンプレートをご参照下さい．原稿は，A4サイズで２ページです．１ペ

ージや３ページ以上のものは受け付けません． 
• 講演論文集の電子ファイルは，本文中の文字列が検索できる方法で製作します．そのため，原稿ファイルは

PDF/X-1a形式で提出して頂きます． 
• その他の原稿ファイル作成時の注意点 

1. PDF 作成時に，図表やキャプションの位置が意図しない場所に移動することがあります．作成した 
PDFを印刷してチェックしたのち，投稿して下さい． 

2. PDFにフォントが埋め込まれているか自信がない場合には，一般的なフォント，文字コードを利用し

て下さい．文字コードによっては，検索できない場合もあります． 
3. 提出して頂いたファイルの書式や文字化け等のチェック作業は，大会企画委員会では行いません． 
 

(5) その他，発表に関するお願いや注意点 
• 原稿は，あるレベルで完結した内容であることを求めます．「結果は当日会場で発表する」等の書き方はしないで

下さい．大会企画委員会で判断し，修正を求める場合があります． 
• 類似の内容，シリーズ的な内容を複数の発表者に分割して申し込むことはできません． 
• 講演論文集の発行日は，事前申込者がダウンロード可能になる日です． 
• 提出された原稿は，学会が Web サイト等に掲載することを許諾していただきます． 
 
15．問い合わせ先 
大会全般に関しては以下にお問い合わせ下さい． 
大会企画委員会（春季全国大会） 問い合わせ用電子メールアドレス：s-taikai2020@jset.gr.jp 
 
大会企画委員会

委員長：山田政寛（九州大学） 
副委員長（五十音順，以下同様）：松河秀哉（東北大学），森下孟（信州大学） 
委員：今野貴之（明星大学），島田英昭（信州大学），椿本弥生（東京大学），時任隼平（関西学院大学） 

福山佑樹（明星大学），御園真史（島根大学） 
担当副会長：堀田龍也（東北大学） 
アドバイザ：鈴木克明（熊本大学） 
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コミュニティ構築企画

「研究奨励賞受賞者と考える教育工学との関わり 」

■趣旨：

ここ10年間，本学会を取り巻く環境は大きく変化しております．特に，教育工学系の大学院コースは減少・縮小

していく傾向にあり，学部生や大学院生，現職教員，企業の方々を緩やかにつなげる共同体の形成や，相互に学び

あう場として，本学会が果たす役割は大きくなっています．そこで，本学会では，コミュニティ構築企画を継続的

に開催することになりました．これまで 07 月末に愛媛大学の研究会に合わせて合宿形式での懇親会ならびにワー

クショップを，09月の秋季全国大会で企画セッションとしてランチョンセミナーを開催してきました．今回，第３

弾として，春季全国大会の前日に「研究奨励賞受賞者と考える教育工学との関わり2020」を開催いたします．

前半は，研究奨励賞を受賞した研究者から，ご自身の研究の進め方やこれまでの苦労，工夫してきたことなどに

ついてお話しいただきます．その後，参加者の関心に応じて小グループに分かれ，現在進めている研究の方向性，

あたためている研究シーズ（種）の膨らませ方，研究者としてのキャリア形成などについて意見交換ができればと

思います．

また，情報交換会では，参加者を中心として，これまで教育工学に興味を持っていたけれども，実践者や研究者

と交流が少なく，研究や進路に関する相談などをする機会を得たい方，教育実践をしながら研究をしている方が，

教育工学研究者らと交流する場をつくります．

教育工学に興味をお持ちであれば，学部生，大学院生，初等・中等学校教員，企業人，研究員，高等教育機関の

研究者等を問いません．実践者や研究者と交流する場を求めている方，研究や進路に関する相談の機会を得たい方，

教育実践をしながら研究をしている方，是非ご参加いただき，教育工学研究者と交流しましょう．

■日 程：2020年02月28日（金）14:30～16:30
※情報交換会（任意参加）は 17:00開始を予定しております

■会 場：公益社団法人 長野県教育文化厚生協会 高校会館 大会議室

http://kouseikyoukai.com/guide/ 
■参加費：無料（情報交換会参加費は5000円程度の実費を予定）

■定員：50名

■申込み 学会HP（http://www.jset.gr.jp/）の「コミュニティ構築」から，2020年02月14日（金）17:00まで に

お申し込みください

※会場の都合上，申し込み数が募集定員に達し次第，参加者の募集を終了いたします．

■その他 当日は記録及び広報や今後の企画検討に活用するため，学会委員により活動の様子を録画・撮影させて頂

く場合がありますので予めご了承ください．

■企画運営：日本教育工学会企画委員会

■問合先：

企画担当 山田雅之（星槎大学），大﨑理乃（産業技術大学院大学），村上正行（大阪大学）
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日本教育工学会論文誌 特集号 論文募集（最終報）

「特集： 教育」
 

STEM教育は，既存の教科・領域の枠組みを超えて科学（Science），技術（Technology），工学（Engineering），
数学（Mathematics）を横断的かつ探究的に学ぶ新しい学びのフレームワークです．芸術（Arts）を加えて，STEAM
教育と呼ばれることもあります．日本では，科学教育，技術教育，数学教育，情報教育（プログラミング教育を含

む）や，芸術教育などの研究領域と関連があり，近年，実践的な取り組みも行われるようになってきました．本学

会においても，「STEM/STEAM 教育」に関する実践的な研究の知見を蓄積し，国内外に広く示していくことが求

められています．皆様の研究の成果をご投稿くださいますよう，よろしくお願い申し上げます．

１．対象分野

下記に，本特集号で募集する論文テーマについて例示します．フォーマル，インフォーマルを問わず，様々な分

野で行われているSTEM/STEAM教育の設計・実践・評価に関する研究を広く募集いたします．

幼児教育，初等中等教育，高等教育における設計・実践・評価

教員養成や人材育成における設計・実践・評価

NPO活動，企業や組織の研修，生涯学習などの設計・実践・評価

実社会に関連した問題解決的な学びに関する設計・実践・評価

芸術活動とSTEMが融合した学びに関する設計・実践・評価

学習支援システムやツールなどの開発・評価

２．募集論文の種類

通常の論文誌と同様に，「論文」「システム開発論文」「教育実践研究論文」「資料」「寄書」を募集します．それぞ

れの論文種別については，投稿規定をご覧ください．論文の査読は，通常の論文誌の場合と同じです．ただし，査

読は２回限りとし，編集委員会が示した掲載の条件を修正原稿で満たさない場合は採録になりません．「ショートレ

ター」として既に掲載されている内容を発展させて「論文」として投稿することも可能ですが，単に分量を増やし

て詳細に説明しただけでは発展させたことになりませんのでご注意ください．なお，本特集号へ投稿された論文が

特集号編集委員会にて対象分野外と判断された場合には，一般論文として扱うことになります．あらかじめご了承

下さい．

３．論文投稿締切日（2020 年 11 月発行予定）

投稿原稿を次の期日までに，電子投稿して下さい．なお，投稿することができるのは，学会員のみとなります．

学会員でない方は，あらかじめ登録手続きを済ませていただけますようよろしくお願いいたします．

投稿原稿提出締切（電子投稿）：2020年02月06日（木）17:00

４．論文投稿の仕方

原稿は，「執筆の手引」（http://www.jset.gr.jp/thesis/index.html）に従って執筆し，学会ホームページの会員専用 
Web サイトから電子投稿してください．郵送による投稿は受け付けておりません．

５．問い合せ先

日本教育工学会事務局 TEL：03-5549-2263
FAX：03-5575-5366
Email tokushu2020@jset.gr.jp

６．特集号編集委員会

特集号編集委員長 森田裕介（早稲田大学）

特集号副編集委員長 舟生日出男（創価大学）

特集号幹事 北澤武（東京学芸大学） 瀬戸崎典夫（長崎大学） 
委員（50音順） 

稲垣忠（東北学院大学） 江木啓訓（電気通信大学）

大浦弘樹（東京工業大学） 大谷忠（東京学芸大学）
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奥本素子（北海道大学） 久保田善彦（玉川大学）

佐藤和紀（常葉大学） 下郡啓夫（函館工業高等専門学校）

泰山裕（鳴門教育大学） 中橋雄（武蔵大学）

平嶋宗（広島大学） 益川弘如（聖心女子大学）

光原弘幸（徳島大学） 望月俊男（専修大学）

森秀樹（東京工業大学） 八重樫文（立命館大学）

山口悦司（神戸大学） 渡辺雄貴（東京理科大学）
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ショートレター増刊号論文募集のお知らせ（第二報）

 

日本教育工学会論文誌 の発行

論文受付締切： 年 月 日（水）

 
日本教育工学会論文誌 Suppl.は，年１回発行され

るショートレターの増刊号です． 
奮ってご投稿下さい．  
 
投稿規定に明記していますが，以下の点を投稿にあ

たってご注意下さい． 
 

1. ショートレターは，教育工学に関する，実践的な

研究成果，新しい試みやその結果等，教育システ

ム開発等を記述したもの．新規性（オリジナリテ

ィ）は必ずしも高くなくても，実践研究の方法と

成果を明確に記述したものです． 
2. 刷り上がり４ページ厳守です．(４ページを超え

るものは採録しない) 
3. 筆頭著者(ファースト・オーサー)は本学会会員で

あることが条件です．あるいは，筆頭著者が投稿

時に入会手続きおよび会費納入等をすることが必

要です．なお，各会員はショートレターを年１編

に限り投稿できます. 
4. 2020 年12月に発刊の予定です 
 
ショートレターの内容については，例えば， 

以下のような内容が考えられます． 
 
• 全国大会や研究会で発表した内容をまとめたもの 
• 教育システム開発や教育実践をベースにした実践

と知見をまとめたもの 
• 教育工学研究としての速報的な内容 
• 卒業論文や修士論文等としてまとめた内容など 
 
なお，ショートレターとして掲載されたものを一層

充実させて，論文あるいは資料としての条件を満たす

ように記述したものは，論文あるいは資料に投稿でき

ます． 
 

 

 
ページ数が限られていることから，タイトル，著者，

内容については十分厳選の上，ご執筆下さい． 
特に，ショートレターの趣旨から，多人数の連名著者

はさけて下さい．研究全体がプロジェクトチームによ

る共同研究であっても，実際にショートレターの限ら

れた内容に直接携わり，執筆した研究者にして下さい． 
 
ショートレターの査読日程予定 
(2020 年度)： 
04月 担当及び査読者の指名 
05月 編集委員会で査読進捗状況の確認 
07月 編集委員会で採録，返戻の第１回決定 
09月 編集委員会で採録，返戻の第２回決定 
10 月 最終原稿の提出 
11 月 著者校正 
12 月 ショートレター増刊号発行予定 
 
投稿の仕方： 
原稿は，「投稿規程」と「原稿執筆の手引」

(https://www.jset.gr.jp/thesis/index.html）に従って執

筆し，学会ホームページの会員専用 Webサイトより

電子投稿して下さい．会員の ID とパスワードが必要

です．投稿論文は電子投稿でのみ受け付けています． 
 
問い合わせ先: 
日本教育工学会事務局 
電子メール:  
Tel:03-5549-2263 
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日本教育工学会第 期第 回理事会議事録
 
日時：2019 年 10 月 17 日（木）～23 日（水） 
場所：電子メールによる 
出席：理事      鈴木克明 会長，赤倉貴子 副会長，堀田龍也 副会長，山内祐平 副会長， 

室田真男 事務局長，新井健一，稲垣忠，岩崎千晶，大久保昇，小柳和喜雄，北澤武，

木原俊行，向後千春，高橋純，寺嶋浩介，永田智子，西森年寿，根本淳子，姫野完治，

益子典文，松河秀哉，村上正行，森田裕介，望月俊男，山田政寛 
監事 山西 潤一，吉崎 静夫 
総務委員会 池尻 良平 

 (合計 28 名) 
 
1. 前回の理事会議事録の承認について 

第 18 期第４回理事・評議員会（合同）議事録について原案が提示され，承認した． 
 

2. 新入会員の承認について 
会員の移動状況について報告があり，承認した．2019 年 10 月 23 日（水）現在の総会員数は 3,129
名となった． 
 

3. 各種委員会から 
(1) 編集委員会 

論文誌編集進捗状況の報告があった． 
(2) 広報委員会 

ニューズレター239 号の台割りの提案と今後のスケジュールを承認した． 
(3) SIG 委員会 

来年度の新規 SIG の募集について承認した． 
(4) 大会企画委員会-春 

全国大会春季大会の大会プログラム，一般研究発表のテーマカテゴリーと申込時問い合わせ対

応について，新企画について，予稿集オンライン配信一本化について，懇親会の外部会場化につ

いて報告があった． 
(5) 企画委員会 

将来構想 WG(JSET2030)資料の公開，副委員長について承認した．全国大会企画セッション，

コミュニティ構築企画について報告があった． 
 

4. その他 
(1) 郵送物を確認した． 
(2) 今後の理事会日程を確認した． 
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新入会員（ 年 月 日～ 年 月 日）
入会申込者 名（正会員： 名，准会員： 名，学生会員： 名）

正会員（21 名）

平田なつひ 金城学院大学

五島脩 神奈川県立横浜南養護学校

小川一美 愛知淑徳大学

中西博亮 三重県立明野高校

高草木伸 国立教育政策研究所

石山裕菜 京都橘大学

松島正知 同志社大学

高橋一樹 医療法人社団 協友会 柏

厚生総合病院

山本頼弥 山陽小野田市立山口東京

理科大学

西川章江 大阪教育大学

丹羽隆裕 八戸工業高等専門学校

松木利憲 電気通信大学

齊藤智樹 順天堂大学

石田正継 札幌市立資生館小学校

外山千草 鹿児島県大島支庁

植野美彦 徳島大学

末廣てるの 丹波市教育委員会

青木一永 社会福祉法人檸檬会

橋本恭能 青森大学

渡邊和明 精華女子短期大学

鈴木一克 山梨大学

准会員（03 名）

吉田文子 希望キャリア

中嶋智史 広島修道大学

岩山敦志 美馬市教育委員会

学生会員（07 名）

和田由里恵 熊本大学大学院

内山慎太郎 豊橋技術科学大学

廣瀬三枝子 鳴門教育大学大学院

青木霞穏 大阪大学大学院

本田真大 九州大学大学院

安達洋子 筑波大学大学院

藤木紀子 早稲田大学大学院

以上
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新入会員（ 年 月 日～ 年 月 日）
入会申込者 名（正会員： 名，准会員： 名，学生会員： 名）

正会員（21 名）

平田なつひ 金城学院大学

五島脩 神奈川県立横浜南養護学校

小川一美 愛知淑徳大学

中西博亮 三重県立明野高校

高草木伸 国立教育政策研究所

石山裕菜 京都橘大学

松島正知 同志社大学

高橋一樹 医療法人社団 協友会 柏

厚生総合病院

山本頼弥 山陽小野田市立山口東京

理科大学

西川章江 大阪教育大学

丹羽隆裕 八戸工業高等専門学校

松木利憲 電気通信大学

齊藤智樹 順天堂大学

石田正継 札幌市立資生館小学校

外山千草 鹿児島県大島支庁

植野美彦 徳島大学

末廣てるの 丹波市教育委員会

青木一永 社会福祉法人檸檬会

橋本恭能 青森大学

渡邊和明 精華女子短期大学

鈴木一克 山梨大学

准会員（03 名）

吉田文子 希望キャリア

中嶋智史 広島修道大学

岩山敦志 美馬市教育委員会

学生会員（07 名）

和田由里恵 熊本大学大学院

内山慎太郎 豊橋技術科学大学

廣瀬三枝子 鳴門教育大学大学院

青木霞穏 大阪大学大学院

本田真大 九州大学大学院

安達洋子 筑波大学大学院

藤木紀子 早稲田大学大学院

以上
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担当副会長　：赤倉 貴子（東京理科大学）

広報副委員長：高橋 純（東京学芸大学）
広報委員長　：小柳和喜雄（奈良教育大学）

　幹事：深見 俊崇（島根大学）
　幹事：脇本 健弘（横浜国立大学）
 
 
　委員：島田 希（大阪市立大学）

中村 恵（畿央大学）

会長 鈴木 克明（熊本大学）

9

広報副委員長：光原 弘幸（徳島大学）

東京都港区赤坂１-９-１３
 　　三会堂ビル８階

03-5575-5366
03-5549-2263

◎学会日誌
２０１９年１２月～２０２０年０５月
・	２０１９年１２月０８日（日）
	 ‌�大学教員のためのFD 研修会「大学授業デザインの方
法－１コマの授業からシラバスまで－」（関西大学千里
山キャンパス）

・	２０１９年１２月１４日（土）
	 �研究会「情報モラル教育の実践 /一般」（東洋英和女
学院大学）

・	２０１９年１２月２１日（土）
	 �SIG０４　教育の情報化 ワークショップ（株式会社内
田洋行 新川本社 )

・	２０１９年１２月２７日（土）
	 �SIG１１　情報教育第 16 回研究会（岐阜聖徳学園大
学短期大学岐阜キャンパス）

・	２０２０年０２月２９日（土）〜０３月０１日（日）
	 �＜全国大会＞２０２０年春季全国大会（信州大学）
・	２０２０年０５月２３日（土）
	 �研究会「学習・教授システムの開発・利用 /一般」（会場：
函館工業高等専門学校）

◎国際会議の案内
２０１９年１２月～２０２０年０７月
・TALE 2019
	 http://tale2019.org/
	 (2019, 12/10–13, Yogyakarta, Indonesia)
・SITE 2020
	 https://site.aace.org/conf/
	 (2020, 4/6–10, New Orleans, USA)
・AERA 2020 Annual Meeting
	 https://site.aace.org/conf/
	 (2020, 4/17 – 21, San Francisco, USA)
・EdMedia + Innovate Learning 2020
	 http://www.aace.org/conf/edmedia/
	 (2020, 6/1 – 5, Amsterdam, Netherlands)
・Global Learn 2020
	 http://www.aace.org/conf/glearn/
	 (2020, 7/6 – 8, Shanghai, China)
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